
【評価基準・総合評価】 

 

○評価は、妥当性・効率性・有効性の３つの視点から次表のとおり点数を付します。 
 

点数 妥当性 効率性 有効性 

５ 妥当性が非常に高い 
投入したコスト・人・物等に
比べ活動量が非常に高い 

成果が非常に高い 

４ 妥当性が高い 
投入したコスト・人・物等に
比べ活動量が高い 

成果が高い 

３ 妥当性がある 
投入したコスト・人・物等に
比べ一定の活動量がある 

成果がある 

２ 妥当性が低い 
投入したコスト・人・物等に
比べ活動量が低い 

成果が低い 

１ 妥当性が非常に低い 
投入したコスト・人・物等に
比べ活動量が非常に低い 

成果が非常に低い 

 

 

 

○総合評価は、妥当性・効率性・有効性の合計点数に応じ５段階で評価します。 
  

総合評価 妥当性・効率性・有効性の合計点数の範囲 

Ｓ 目標を上回り達成 １５点 

Ａ 達成 １２点 ～ １４点 

Ｂ 概ね達成 ９点 ～ １１点 

Ｃ 一部達成 ４点 ～ ８点 

Ｄ 未達成 ３点 

 


